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護憲の思い熱く宮崎で２集会

Ｌ
改
憲
論
議
の
危
険
性
指
摘
」

「
９
条
守
肌
リ
平
和
発
信
を
」

市
中
央
公
民
館
に
隣
接
す
る
約
１
３
０
人
の
参
加
者
を
前

市
総
合
体
育
館
会
議
室
で
は
市
に
小
沼
教
授
は
、
衆
参
両
院

民
団
体
「
平
和
と
民
圭
幸
エ
義
の
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
調
査
会

だ
め
の
県
民
連
合
」
が
主
催
す
に
つ
い
て
「
憲
法
を
議
論
す
る

る
「
憲
法
記
念
曰
の
集
い
」
が
の
は
タ
ブ
ー
で
は
な
い
が
、
狙

あ
り
、
小
沼
新
・
宮
崎
大
学
教
い
が
見
え
透
い
て
い
る
。
９
条

青
文
化
学
部
教
授
が
「
平
和
憲
を
変
え
る
こ
と
だ
」
と
指
摘
。

法
の
本
当
の
危
機
」
と
題
し
て
「
戦
争
放
棄
に
。
戦
力
不
保
持
」

講
演
し
だ
。
、
を
定
め
た
９
条
が
戦
後
曰
本
の

午
前
中
は
市
中
央
公
民
館
で

「
第
卿
回
憲
法
と
平
和
を
考
え

る
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
た
。
県

内
の
大
学
教
授
や
弁
護
士
ら
で

づ
く
る
「
『
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援

基
金
』
の
住
民
監
査
請
求
を
す

す
め
る
会
」
な
ど
の
主
催
。
福

岡
県
自
治
体
問
題
研
究
所
主
任

研
究
員
、
宮
下
和
裕
さ
ん
が
「
住

民
自
治
と
監
査
請
求
・
憲
法
と

地
方
自
治
を
考
え
る
１
１
憲
法

を
暮
ら
し
に
活
か
そ
う
！
」
の

演
題
で
講
演
、
約
刊
人
が
耳
を

傾
け
だ
、

宮
下
さ
ん
は
、
自
治
省
が
ま
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エｆ憲法記念曰の３曰、宮崎市浄土江町の市中央公民館と隣の一市総合体育館で、一
■・一「護覺」の立場から一一つの集会が開かれた・憲法施行から田年を経て「論憲」一
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「
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
基
金
」

住
民
監
査
請
求
を
評
緬
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と
め
た
資
料
を
も
と
に
「
宮
崎

県
は
全
国
の
都
道
府
県
で
唯
一

１
９
９
５
～
銘
年
度
の
間
に
一
一

度
も
住
民
監
査
請
求
が
行
わ
れ

て
い
な
い
」
と
指
摘
。
そ
の
う

え
で
今
年
２
月
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
リ
ゾ
ー
ト
支
援
を
主
目
的
に

創
設
し
た
基
金
に
県
が
㈹
億
円

約
ｎ
人
が
参
加
し
た
「
憲
法
と
平
和
を
考
え
る

つ
ど
い
」

軍
事
大
国
化
に
一
定
の
抑
止

力
と
し
て
機
能
し
、
憲
法
の

平
和
主
義
が
ｎ
世
紀
の
世
界
恥

■
●
》
●
■

の
潮
流
に
な
る
と
の
見
方
を

示
し
た
。

ま
た
へ
各
種
の
世
論
調
査
で

改
憲
支
持
が
過
半
数
に
上
る
な

ど
国
民
の
憲
法
意
識
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で

「
９
条
を
中
心
と
す
る
平
和
憲

法
を
守
り
、
世
界
に
平
和
を
発

信
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
だ
。

【
木
元
六
男
】

を
出
資
し
た
こ
と
に
対
し
、
約

２
０
０
０
人
が
請
求
人
と
な
っ

て
住
民
監
査
請
求
し
た
こ
と
を

震
評
価
し
た
。

最
後
に
「
憲
法
が
国
民
に
保

障
す
る
権
利
は
国
民
の
不
断
の

努
力
に
よ
っ
て
保
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
憲
法
姐
条
の

条
文
を
引
用
し
「
（
今
後
の
運

動
で
）
大
き
な
成
果
を
収
め
て

下
さ
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

【
山
崎
太
郎
】
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